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いま一番思っていること

　　　　　　　　　　　　　ＢＡＭＢＯＯ

　親を看取ってあげられるのか、漠然とした不安を抱いている。

実父は三年前に他界した。今考えると、よく体力が続いたものだと思うほど実家に通った。世の中にはもっともっと親孝行に時間を使っている人もたくさんいるが、自分としては、できる限りのことをしたと思う。後悔することもあるが、あの時はあれで仕方がなかったのだと思えるようになった。

実母は東京で、義父母は福井で暮らしている。それぞれ病気を抱えているが、今は自力で病院通いができているので、まだ大丈夫。でも、いつ何が起きてもおかしくない年齢だ。

私も夫も老いを感じる年齢になった。昔なら定年退職の歳なので不思議はない。

二年前に義理の弟が心筋梗塞で急死した。まさか夫より先に居なくなるとは思ってもみなかった。義理の母は認知庄を患っており、

子供の死を受け入れられるのか心配したが、幸い思っていた程には深刻な事態にならなかった。

実母にも義父母にも長生きしてもらいたい。自分も長生きしたい。でも、その先には老老介護が待っているかもしれない。

できれば実母も義父母も、程よい期間の介護をして看取ってあげたい。程よいとはどれくらいの期間なのか、今は見当もつかない。きっと自分の体力の低下と共に変わっていくのだろう。

　不安だ不安だと思い始めると、悪いほうに悪いほうに考えてしまう。今は介護保険制度ができたお陰で、いろいろなサービスを受けることもできるのだ。これからは福祉がもっともっと充実していくかもしれない。不安なのは私一人じゃない。夫もいる。兄もいる。姉もいる。子供たちもいる。みんなで支え合って生きていかなければ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　終わり　　
